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Ⅰ．特許調査とは

・特許調査の目的

・特許調査の必要性

・研究開発戦略への活用

講義概要



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方

・公報の種類
・公報の構成と内容
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・出願から権利化まで
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・技術内容の効率的な理解
・間違いやすい読み方

講義概要



講義概要

Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
・日米欧特許調査の相違点
・日本国特許庁のＤＢ（ＩＰＤＬ）の利用

検索項目
検索方法・検索式

・米国特許商標庁のＤＢの利用
検索項目
検索方法・検索式

・欧州特許庁のＤＢの利用
検索項目
検索方法・検索式



Ⅰ．特許調査とは
１．１特許調査の目的

・自社製品が他社特許を侵害しているか
⇒抵触特許調査（侵害防止調査，パテントクリアランス）

・開発中の製品又は特許出願予定の発明に関連した特許出
願があるか

⇒先行技術調査（技術収集調査）

・自社製品開発・販売の妨げとなる他社特許があるか
⇒無効資料調査（公知例調査）



Ⅰ．特許調査とは
１．１特許調査の目的

研究テーマの決定、競合企業、技術動向の調査
⇒技術動向調査，パテントマップ作成

特許出願前に類似特許出願の有無を調査
⇒出願前調査，新規性調査

審査請求前に類似特許出願の有無を調査
⇒審査請求前調査

他社出願・特許の監視 ⇒ウォッチング，ＳＤＩ

海外出願動向の調査 ⇒パテントファミリー検索



Ⅰ．特許調査とは
１．２ 特許調査の必要性

●重複研究・重複投資の防止

●ライバル企業・パートナー企業の検索

●特許評価



Ⅰ．特許調査とは
１．３ 研究開発戦略への活用

●研究計画の作成

●共同研究の提案

●報告書の作成

●ライセンス契約

●海外での実用化



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１ 公報の種類

①公開特許公報（Ａ） 出願内容、出願から１年６ヵ月後に発行

②特許（公告）公報（Ｂ） 登録された特許の内容、設定登録後に発行

③公表特許公報（Ａ） 日本国に移行された外国語国際特許出願の翻訳文

④特許発明明細書（Ｃ） 旧法（大正１０年法）下で発行されていた特許公報

⑤再公表特許（Ａ１） 日本国に移行された日本語国際特許出願の内容

⑥特許審判請求公告（Ｈ） 訂正が認められた場合の明細書の内容



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．２ 公開特許公報

出願日

公開日

請求項数審査請求の有無

発明の名称

ＩＰＣ
Ｆ１



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．３ 公開特許公報の構成と内容

①書誌的事項

②発明の名称

③要約書

要約

課題

解決手段

④特許請求の範囲

⑤技術分野

⑥背景技術

⑦発明の開示

⑧発明が解決しようとする課題

⑨課題を解決するための手段

⑩発明の効果

⑪発明を実施するための最良の形態

⑫実施例

⑬産業上の利用可能性

⑭図面の簡単な説明

⑮符号の説明

⑯配列表

⑰図面

⑱書誌的事項のつづき

⑲補正の内容



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．４ 特許公報

請求項数

公報発行日

登録日

前置審査の有無

ＩＰＣ

Ｆ１



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．５ 特許分類の種類

①国際特許分類（IPC（Int.Cl.）：International Patent Classification）

発明を分類するための国際的に統一された分類

②ファイル・インデックス（ＦＩ）

ＩＰＣをさらに細展開した日本独自の分類

③Ｆターム

技術的観点による日本独自の分類

④識別記号

展開記号・・・ＩＰＣを細展開したもの

ファセット分類記号・・・ＩＰＣの所定範囲にわたって、ＩＰＣとは異なる観点から
展開されたもの



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

ＩＰＣ分類記号



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

ＩＰＣの分類

ex） Ａ６１Ｋ ３８/２２

①セクション ④メイングループ

②クラス ⑤サブグループ

③サブクラス

①

③

⑤

②

④



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

セクション

Ａ：生活必需品

Ｂ：処理操作；運輸

Ｃ：化学；冶金

Ｄ：繊維；紙

Ｅ：固定構造物

Ｆ：機械工学；照明；加熱；武器；爆破

Ｇ：物理学

Ｈ：電気



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

Ａ ：生活必需品 （セクション）

Ａ６１：医学または獣医学；衛生学 （クラス）

Ａ６１Ｋ：医薬用，歯科用又は化粧用製剤 （サブクラス）

Ａ６１Ｋ ３８/００：ペプチドを含有する医療製剤 （メイングループ）

Ａ６１Ｋ ３８/２２：ホルモン （サブグループ）



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

サブグループ内の階層づけ

Ａ６１Ｋ ３８/２２：ペプチドを含有する医療製剤であり、２１以上のアミノ酸をもつペプチドのうち
の動物由来のホルモン



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．６ ＩＰＣ

ＩＰＣ第７版 ＩＰＣ第８版

・アドバンストレベル イタリック体

・コアレベル 通常書体



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．７ 識別記号

展開記号

展開記号：ＩＰＣ分類をさらに細かく分類



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．７ 識別記号

ファセット分類記号

ファセット分類記号

ＺＮＡ：核酸/アミノ酸配列に関するもの（適用範囲 全範囲）

広域ファセット分類記号（他分野にまたがる技術のための記号）を示す

ex） ＡＢＡ：生体防御機構に作用する医薬

ＡＢＢ：抗体産生機構に作用する医薬 等

該当するセクション記号と同一



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．８ ＦＩ

ＦＩ

ＦＩの表記

ＩＰＣの完全記号・・・・・A61P 43/00

ＩＰＣ＋展開記号・・・・・A61P 43/00 111

ＩＰＣ＋分冊識別記号・・・A61K 37/66 A

ＩＰＣ＋展開記号＋分冊識別記号・・・B60R 16/02 661 A



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．９ Ｆターム



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．９ Ｆターム

Ｆターム



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．９ Ｆターム

Ｆタームリスト



4C084：蛋白脂質酵素含有；その他の医薬

AA発明の種類━AA01タンパク質リポイドなどの医薬発明━ＡＡ02具体的用途関連の記載がある

┃ ┃ ┗AA03具体的製剤、製剤化方法関連の

┃ ┃ 記載がある・・・・・

┃ ┣AA11波動エネルギー，粒子線で処理した物質を含有

┃ ┣AA12放射性物質含有医薬発明

┃ ┣AA13遺伝子治療/遺伝子物質含有医薬発明

┃ ┗AA1４細胞内皮系を刺激する免疫学的製剤含有・・・・・

BA化学構造・・・・・

┃

CA起源・・・・・

┃

ＤＡ生体防御機能関連蛋白物質 ・・・・・

Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．９ Ｆターム

※多角的な観点からの分類されている



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１０ 出願から権利化まで

特許出願

方式審査

審査請求

実体審査

特許査定

設定登録

特許公報発行

拒絶理由通知書

意見書・補正書

拒絶査定
拒絶査定不服

審判請求

特許審決 拒絶審決

知的財産高等
裁判所 最高裁判所

審査請求なし みなし取り下げ

出願公開



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１１ 新規性

審査基準第Ⅱ部第２章２

特許法第２９条第１項

産業上利用することができる発明をした者は、次に掲げる発
明を除き、その発明について特許を受けることができる。

一 特許出願前に日本国内において公然知られた発明

二 特許出願前に日本国内において公然実施をされた発明

三 特許出願前に日本国内又は外国において頒布された刊
行物に記載された発明



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１１ 新規性

※新規性の判断

請求項に係る発明の発明特定事項と引用発明特定事項とに
相違点がない場合は、請求項に係る発明は新規性を有しない。
相違点がある場合は、新規性を有する。

実質同一
① 引用発明に対して周知技術、慣用技術の付加、

削除、転換等を施したものに相当し、かつ、新たな効
果を奏するものではない

② 下位概念である引用発明の発明特定事項を、上
位概念として表現したことによる差異

③ 単なるカテゴリー表現上の差異



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１２ 進歩性

審査基準第Ⅱ部第２章２

特許法第２９条第２項

特許出願前にその発明の属する技術の分野における通常の
知識を有する者が前項各号に掲げる発明に基いて容易に発明
をすることができたときは、その発明については、同項の規定
にかかわらず、特許を受けることができない。



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１２ 進歩性

※進歩性の判断

引用発明の内容及び技術常識から、請求項に係る発明に対し
て進歩性の存在を否定し得る論理づけができた場合は、請求項
に係る発明の進歩性は否定され、論理づけができない場合は進
歩性は否定されない。

論理づけの具体例
①最適材料の選択・設計変更、単なる寄せ集め
②技術分野の関連性
③課題の共通性
④作用、機能の共通性
⑤引用発明の内容中の示唆
⑥引用発明と比較した有利な効果の有無



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１３ 特定技術分野の新規性・進歩性

医薬発明（審査基準第Ⅶ部第３章）

医薬分野に属する物の発明

生物関連発明（審査基準第Ⅶ部第２章）

遺伝子工学関連発明

微生物関連発明

植物関連発明

動物関連発明



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１４ 医薬発明の新規性

医薬発明は、一の化合物又は化合物群（複数の化合物群の組
合せを含む。）に特定の薬理作用という属性を見出し、その属性を
もって特定の疾病に適用するという新たな用途を見出したことに基
づく「物の発明」であると解される。したがって、医薬発明に関する
新規性については、特定の属性を有する一の化合物又は化合物
群、及びその属性に基づき特定の疾病に適用するという医薬用途
の二つの観点から判断される。

この考え方は、二以上の医薬成分を組み合わせた医薬について
も同様である。

（東京地判平4.10.23（平成2（ワ）12094）、東京高判平12.7.13（平成10（行ケ）
308）、東京高判平12.2.10（平成10（行ケ）364）、東京高判平13.4.25（平成10（行
ケ）401））



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１４ 医薬発明の新規性

※医薬発明の新規性の判断

①請求項に係る医薬発明の特定の属性を有する一の化合物又は化合物群
と、引用発明の一の化合物又は化合物群とが相違するときは、請求項に係る
医薬発明の新規性は否定されない。

②請求項に係る医薬発明の一の化合物又は化合物群と、引用発明の一の
化合物又は化合物群とが相違しない場合であっても、請求項に係る医薬発
明と引用発明とが、その物の属性に基づき特定の疾病に適用するという医薬
用途において相違点がある場合は、請求項に係る医薬発明の新規性は否定
されない。

③請求項に係る発明と公知の引用発明とが、投与間隔・投与量等の治療の
態様の点で相違する場合においては、一の化合物又は化合物群の属性に基
づき特定の疾病に適用するという医薬用途が相違すると認められる場合は、
請求項に係る医薬発明は新規性を有し得る。



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１５ 医薬発明の進歩性

※医薬発明の進歩性の判断

①引用発明の医薬用途と異なっていても、出願前の公知技術、技術常識によ
り両者間の作用機序の関連性が導き出せる場合は、有利な効果等、他に進
歩性を推認できる根拠がない限り、本願医薬発明の進歩性は否定される。

②ヒト以外の動物用の医薬をヒト用の医薬へ単に転用したにすぎない請求項
に係る医薬発明は、引用発明中に転用する旨の示唆がない場合でも、他に
進歩性を推認できる根拠がない限り、本願医薬発明の進歩性は否定される。

③薬効増大、副作用低減といった当業者によく知られた課題を解決するため
に、二以上の医薬成分の組合せを最適化することは、当業者の通常の創作
能力の発揮であり、請求項に係る医薬発明の進歩性は否定される。

④特定の対象患者群、又は特定の適用範囲に対して、当業者によく知られた
課題を解決するために、医薬の使用の態様を好適化させることは、当業者の
通常の創作能力の発揮であり、その進歩性は否定される。



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１６ 技術内容の効率的な理解

①要約書・技術分野の記載

②発明が解決すべき課題の記載

③課題を解決するための手段の記載

④発明の効果の記載

⑤発明を実施するための最良の形態・実施例の記載

（⑥特許請求の範囲の記載）

・発明のカテゴリー

・発明の構成要素



Ⅱ．医薬分野の特許公報の読み方
２．１７ 間違いやすい読み方

・上位概念と下位概念

上位概念が公知の場合

下位概念が公知の場合

・発明の構成要素と効果

構成要素の相違と予測できない効果

・課題と目的

・発明のカテゴリー

製造方法の発明と単純方法の発明



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．１ 日米欧特許調査の相違点

検索対象項目 ＪＰ ＵＳ ＥＰ

日付 ○ ○ ○

名称 ○ ○ ○

要約 ○ ○ ○

クレーム ○ ○ ×

明細書 ○ ○ ×

ＩＰＣ ○ ○ ○

出願人・発明者 ○ ○ ○

番号 ○ ○ ○

日米欧特許庁ＨＰ検索項目比較



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用

特許電子図書館（ＩＰＤＬ）



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



論理積（A and B，A*B）

論理和（A or B，A+B）

論理否定（A not A’，A-A’）

A B

A B

A

A’

Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．２ 日本国特許庁ＤＢの利用



Ⅲ．日米欧の特許庁ＤＢを利用した特許調査
３．３ 米国特許商標庁ＤＢの利用

USPTOフロントページ
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